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訪
問
看
護

事業報告 事業計画 事業報告 事業計画事業計画

①

②

③

④

⑤

事業報告事業計画

認知症・医療依存度の高
い利用者への対応につい
て、多職種で情報共有し、
チームで支援を実施し
た。

事業継続計画に基づき災
害時の体制整備を行い、
平尾自治会との連携強化
にも取り組んだ。

事業報告

地域へのさらなる理解と
共存

地域の住宅型施設との差
別化を図り、その情報発
信

法人内施設との連携の
PR

待機者の減少により空室
を埋めきれず98.3%と目標
に届きませんでした。

通期83.1%稼働率は達成
できましたが、金額はマイ
ナスでした。

107.1%　278名と目標を達
成出来ました。

入居待機者いない状況が
続いています。

看護部門と通所部門で職
員の入退職が続きまし
た。

生産性やＬＩＦＥ等取れて
いません。今年度取得。

①

②

③

④

⑤

⑥

事業報告 事業計画

①

②

③

事業報告 事業計画

ご利用者の意向に配慮し
た支援を行い、尊厳保持
に努めた。

エリア制を取り入れ一人
ひとりに寄り添う姿勢を重
視し、適切な支援を実施
した。

ご家族との情報共有を継
続し、安心につながる関
係づくりを進めた。

①

②

③

在宅復帰後の利用者様
の生活全般を法人全体で
支え、安心した暮らしに繋
がるように支援しました。

ご家族様との連絡、連携
ツールとして「つながる家
族」を導入し、請求作業の
効率化、情報共有の効率
化を図りました。
ホームページやインスタ
グラムを活用した情報発
信ではご家族様から好評
を得ています。

上位区分算定に向けた体
制整備
　　入所稼働率99.0%以上
　　入所在宅復帰率
　　　　　　　　　　 30%以上
　　通所稼働率93.0%以上
　　取得可能な加算の精
　　査、取得の推進

諸経費の点検、見直し
　経費の見える化と適正
　管理
　設備備品の適正管理
　経年劣化等に伴う修繕
　物の見極め

ニーズやご利用者の状態
をより深く把握するため
に、ご利用者個々のグ
ループラインを立ち上げ、
情報共有強化を行いまし
た。

ケアマネ各々とSNSを利
用しサ責らと共有。
月1回、居宅グループ全
体で合同会議を行う。

職員の退職などが重な
り、訪問による点検は部
分的でした。

4年が経過し地域の自治
会の会合などにも施設を
利用していただけている
ことで、地域活動の成果
が出ていると考えていま
す。

ワンランク上の上質な
サービスの提供を心が
け、その情報を様々な手
法で発信したことで効果
は出ています。

ホットスプリングの在宅復
帰の連携や、待機者へ他
施設へ誘導することで良
い連携が図れている。

居室稼働率９８．５以上を
確保できています。

日々取りこぼしがないよう
にスタッフと連携を図るこ
とができた。

平均介護度２．７程度を推
移することができました。

経費節減を心がけ実践し
ましたが、それにも増して
物価の高騰が高まり困難
な状況と考えています。

河南町内にルートを開
拓、富田林市、美原区の
ルート強化を行いました。
7年度もオンライン研修に
よる職員研修でスキル向
上を行いました。

①

①

②

③

年間平均稼働率
98.49%

事業所、病院への定期的
な営業訪問及び近隣地区
へのポスティングを継続し
て行っています

病院の地域医療連携室と
頻繁に状態確認行い、退
院調整を行いました

業務マニュアルの見直し
を行い、人員配置の工夫
を行っています

地域密着型介護老人福祉施設　さえずり 介護老人福祉施設　平尾荘 介護老人保健施設　ホットスプリング美原

地
域
貢
献

グループホーム　ファミリーハウス美原

①

②

③

在宅生活支援
　　在宅復帰先の関係機
　　関との連携

BCP対策の推進
　　マニュアルの見直し、
　　備蓄の推進、委員会
　　活動、研修及び訓練
　　の実施、災害時の近
　　隣住民受入れ態勢の
　　整備強化

地域交流活動の推進
　　天寿祭り
　　無料介護相談会
　　実習生の受入れ

施設及び近隣の住宅周り
の散策
長距離を歩く事が難しい
方は施設近辺の歩行及
び外気浴を行っています

さつき野夏祭り、平尾地
区の秋祭りのお手伝いを
行いました

月１回の地域の掃除に参
加

会議室の提供、葛城中学
校フェスタや在宅介護支
援センター主催で介護教
室を開催しました。

入居、通所において利用
案件を紹介いただきまし
た。

地域との訓練は出来ず自
主訓練のみでした。

包括支援センターと連携
し活動を行えています。

地域の方や利用者様・ご
家族様（サ高住）にも参加
していただけました。

年間3,621件と目標を下回
りましたが看護師2.5名で
の実績としてとなっており
ます。

年間11,774件と目標はク
リアできていますが前回と
比較すると減少がみられ
ています。

訪
問
看
護

①

②

①

②

50件/日
（14，000件/年以上）

身体介護･身体生活の割
合40％以上

訪
問
介
護

10,243件/年で未達成でし
た.。職員の退職が重な
り、職員補充が追いつか
ず。

前回36％に対し、7年度は
41.9％と達成。売上減少
を最小限に留まることが
出来た。

①

②

訪
問
介
護

　令和７年度　　　事業報告

訪
問
介
護

サービス付き高齢者向け住宅　さえずり

①

②

困難事例への取り組み
　　困難事例に積極的に
　　取り組む

BCP対策の推進
　　平尾自治会との連携
　　の構築

①

②

各関連機関との諸調整、
多職種協働に努め、老健
の役割である在宅復帰支
援を推進しました。

被災後の事業継続に向け
てのマニュアル整備、研
修及び訓練の実施を行い
ました。
災害時における近隣住民
の受け入れ態勢を整備し
ました。

法人主催の秋祭や無料
介護相談会、自治体での
催しの参加など、地域交
流に努めました。

訪問介護事業所　訪問看護事業所　てんじゅ

各分野との密な連携の取
り組みは遂行することが
できたが慢性的な看護師
不足により医療ニーズの
ある方に対して受け入れ
態勢を整えることができな
かった。

より多くの地域の方にご
利用していただき、訪問
介護てんじゅを指名して
頂けるよう努めます。

財
　
　
務

①

②

高稼働率の維持･向上
　　入所稼働率99.5％以
上
　　通所稼働率88.0％以
上
　　ケアマネ担当件数
　　　　　　　　44件/人以上
  　（ｹｱﾏﾈ常勤換算7人
　　　　　　3600件/年以
上）

コスト意識をもち、より安
定的な経営を目指す
　　諸経費の点検、見直し

①

②

①

②

入所、ショート稼働率
98.5%以上

デイサービス稼働率
83.0％
（33.2名/日）以上

ケアマネ 常勤換算6名
/登録260件（うち1名は在
宅介護支援センター兼
務）

入所、ショート共に待機者
の確保とデイサービスの
登録者増

職員確保と人件費の意識

加算見直し

①

②

③

④

⑤

⑥

入所稼働率：98.0％（目標
未達）
通所稼働率：91.6％（目標
達成）
ケアマネ件数：年間約
3,600件（常勤換算6名）

コスト意識を持ち諸経費
の点検・見直しを行いまし
たが、想定した経営改善
には至らず、収支面では
課題が残る結果となりま
した。

①

①

①

②

③

①

②

➂

看護師１名、５件/日
(6,100件/年以上)

リハビリ１名、５件/日
(7,100件/年以上)

①

②

③

④

高稼働率の継続
　　居室稼働率97%以上

介護保険高算定率確保

平均介護度２.５以上

物価高騰による経費削減

入所稼働率99.29%
通所稼働率95.36%
入所、通所リハ共に稼働
率目標達成。
入所においては上位加算
算定に向けて取り組み、
令和8年4月より加算型施
設から在宅強化型施設へ
移行。

物価高騰対策では経費の
流れの見える化、適正管
理に努めました。
経年劣化による老朽化が
進んでいるため、定期的
な点検、計画的な補修、
修繕を進めていきます。

地域住民の方と共存でき
る関係づくり
　　良い環境で暮らし続け
　　住み慣れた地域となる
　　ようサポートします

地域の行事等の協力

地域清掃（月１回）

①

②

①

②

①

②

③

④

様々な医療ニーズへの対
応継続と各分野との密な
連携の取り組み

①

②

③

①

①

②

①

ニーズを把握し、信頼関
係を大切に、安心してご
利用いただけるよう努め
ます。

①

②

➂

①

②

③

④

①

②

③

入居者、家族、外部関係
者への接遇の徹底

法人内外専門職との細か
な連携

BCP等、研修の充実

①

②

③

①

②

③

④

生活の質向上の視点を重
視して他職種と連携、情
報共有していく。

ご利用者、ご家族の気持
ちに寄添う看護の提供

ご利用者の尊厳が守られ
る「穏やか」な暮らしを支
援し、詳密な情報共有及
び相談で要扶養者へも安
心をご提供していきます。

「関係を築く力」「擁護する
力」を発揮しひとり一人に
寄り添う

密なご利用者ご家族との
コミュニケーション

日々面会に対する感謝の
言葉をいただいていま
す。制限をせずに今後も
継続予定。

さえずり祭りをはじめ、各
種施設でのイベントをイン
スタグラムなどで発信し家
族様等に来荘いただけて
います。

家族様、各支援者との密
な連絡により、状況把握
を共有できている。

職員ひとりひとりが細かな
サービス内容を確認し統
一したサービス提供がで
きた。

ホットスプリングの在宅復
帰のなどの連携が強化で
来ている。

各種ケアマネ協会主催の
研修など出席できていま
す。

①

②

面会時の状態報告及び、
月に一回の写真付きお手
紙の配布を行いました

状態変化時にはこまめに
家族様へ連絡を入れ、情
報共有を図りました

集まっての実施は未定
精神的な状態報告は、介
護士からだけではなく、Dr
からの直接の連絡を入れ
て頂きました

訪
問
看
護

①

②

①

②

③

家族会の実施

ユニットごとに、季節感を
感じられるイベントや楽し
く気分転換ができる企画
を推進します。

デイサービスで喜んでい
ただける行事

看取り介護の継続

業
務
プ
ロ
セ
ス

①

②

生産性向上の取り組み
　　ガイドラインに基づい
た
　　改善活動
　　生産性向上推進体制
　　加算Ⅱを目指した業務

業務改善マネージメントの
強化
　　チームで知恵と工夫を
　　出し合い、業務改善で
　　きる環境づくり

①

②

ガイドラインに沿った業務
改善を実施し、生産性向
上に向けた体制整備を進
めた。

各部署で課題を共有し、
チームで改善に取り組む
環境づくりを推進した。

在宅復帰後の生活支援
　　在宅復帰後の積極的
　　な生活支援
　　法人内サービス活用
　　の推進
　
ご利用者、ご家族とのコ
ミュニケーション
　　扶養者の安心に繋が
　　る情報共有及び相談
　　体制
　　積極的な情報発信
　　（インスタ、SNS）

①

②

生産性向上委員会を中心
に
業務の見える化と無駄削
減に努め、効率的で質の
高いサービスの提供に向
けた活動を進めました。

法人内事業所間はICT化
にて情報共有、連携をこ
れまで以上に密に行えま
した。
各部門間でも介護ソフト
の活用など、ICT化を図
り、業務の効率化に繋げ
ています。

法人内の事務所へも定期
的に訪問し、現状報告を
行いました

連携病院とは、月1回の
現状把握の為の会議を実
施

①

②

③

①

②

③

技能実習生の育成

介護の質の向上
　　施設内外研修への参
　　加

職員の離職の防止
　　個別面談を適時行い
　　離職を未然に予防し
　　ます。

上位加算算定要件を満た
すため、リハビリスタッフ
の必要人数を確保しまし
た。

人材育成は計画通りに実
施。
勉強会や研修内容を見直
し、スタッフの人材育成、
スキルアップに繋げまし
た。
介護福祉士合格者1名。

3期生2名、技能実習評価
試験専門級合格。
5期生３名、技能実習評価
試験初級合格。
６期生はR7.7に配属予定
です。

①

②

法人内各事業所間との連
携強化
　　居宅ケアマネや施設
相
　　談員へ空床情報を適
　　時報告し、迅速な連携
　　を図ります。

医療連携の強化を図る

現状把握の為の定期的な
聞き取り

法人内研修の定期的な開
催
外部研修への参加

個別面談を行い、現在の
考えを聞き取り前向きに
仕事に取り組めるように
配慮しています
体力面の不安で1名退職
新年度より1名法人内の
他施設に異動

①

利
用
者
・
家
族

訪
問
看
護

①

①

②

生産性向上の取組推進
　　ガイドラインに基づい
た
　　改善活動
　　業務のICT化、見守り
　　機器等導入の検討

法人内事業所間、各部門
間連携の推進

①

②

①

②

③

①

②

③

面会制限することなく、ご
入居者、ご家族の関係性
を継続

地域と連携を図ったイベ
ントの計画

ご入居者、ご家族への生
活ニーズの細かな把握

充実した業務ができてい
る職員に対し、積極的に
常勤採用のアナウンスを
行いました。

外部講師を招き、研修を
行うことができた。

人
材
育
成

①

②

人材育成制度の構築
　　ＯJT研修を基本とし、
　　外部研修・自己啓発
　　支援を組み合わせた
　　構成で行う

資質の向上とサービスの
専門性を高める
　　ご利用者やそのご家
　　族の事を考えた行動

①

②

OJTを中心に外部研修等
を組み合わせ、職員の知
識・技術向上を図った。

ご利用者・ご家族の立場
に立った支援を重視し、
サービスの質向上に努め
た。

①

②

③

上位加算算定に向けた人
材確保

人材育成計画
　　キャリアパスをふまえ
　　た計画的な人材育成
　　内部・外部研修の推進
　　各種資格取得に向け
　　た支援

特定技能・技能実習生の
計画的な育成
　　特定技能、技能実習
　　生のキャリアアップを
　　目指した育成計画の
　　推進

お茶の水学院のＷＥＢ研
修を活用し介護部門で研
修を受講する。又、外部
研修にも積極的に参加。

全職員がおもてなしの意
識を持ち接遇を行うように
勉強会等取り組みまし
た。

技能実習生が安心し生活
や業務が行えるような支
援を行いました。

①
②
➂

④

⑤

訪
問
看
護

① 魅力ある職場環境 ①

訪
問
介
護

①

②

非常勤から常勤採用の検
討

施設内研修の充実

①

②

①

②

働きやすい職場環境を整
える

オンライン研修、外部研
修を利用し、資質の向上
を推進する。

①

②

時短パートの導入。直
行、直帰枠を広げ、働き
やすい環境と効率UPを推
進できました。

開設後初の運営指導が
入り、加算算定要件のオ
ンライン研修も評価をいた
だきました。

①

②

各事業所のニーズとのす
り合わせをし、ご利用者に
とって有益なサービス提
供に努める。

サービスの点検及び改善
を実施していきます。

①

②

効率性を検証し、生産性
向上に努める。

①

コミュニケーションを積極
的に図れるように全員参
加の会議の回数を増やし
思いの表出を促すように
努めた。

高稼働率の維持･向上
　　稼働率 98.0％以上

入所及びショート待機者
の確保

入院日数の最小限化
　　ショートステイで空床
　　利用調整

人件費の意識

①

②

③

④

ご利用者、ご家族とのコ
ミュニケーションを図りな
がら協力関係を構築す
る。

ご家族と情報共有し、トラ
ブルを未然に予防しま
す。

ご家族に向けた認知症勉
強会の実施

①

②

③

①

②

③

全職員が各業務の習得
率を上げることにより効率
よく業務に取り組むことが
でできた。

訪
問
介
護

生活の質の向上に視点を
重視することで法人内の
他のサービスへの介入へ
つなげる事ができた。

安心感・満足度の向上に
より訪問回数の増回へつ
なげる事ができた。

①

②

多様するニーズ、変革す
る介護に対応できる職員
の育成

個々のスキルや経験等に
応じ、施設内外の研修等
に積極的に参加できる体
制の構築

WEB研修への積極参加

ホスピタリティの理解と研
修

技能実習生の受け入れと
指導
 (新たに３名予定）

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

ご家族と連携し、ご利用
者の想いを尊重し自律し
た生活がおくれるよう取り
組みました。

技能実習生の勉強会や
教育に取り組む。

事業継続計画書の見直し
と研修、訓練を行いまし
た。

職員全体会議内で接遇に
ついて勉強会を行いまし
た。

①

②

③

④

⑤

諸活動を通し認知度を高
め、気軽に立ち寄って頂
ける施設づくりに取り組
む。

サ高住さえずりと連携し、
長く安心してご利用してい
ただけるようにします。

火災、災害時の地域との
連携

地域の相談窓口の在宅
介護支援センターの役割

さえずり祭り開催

①

②

③

④

在宅から施設へ生活の場
が移っても、自立した尊厳
ある生活が送れるよう支
援を行います。

効率的で働きやすい環境
に向け、職員の確保と技
能実習生の育成を進めま
す。

事業継続計画の更新と訓
練の実施

ホスピタリティを理解し全
職員で取り組み選ばれる
施設を目指します.

事業報告や意見交換を行
いました。

雛祭り・さえずり祭り・クリ
スマス会・餅つき大会等
開催しました。

こども園との交流やレクリ
エーションを刷新しまし
た。

3名の利用者様の看取り
を行いました。

①

②

③

④
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入

860名 895名

年間平均稼働率（定員58名） 96.70% 98.27%

R７年度

年間新規入所者総数 15名 9名 年間利用延人数 10,321名 10,737名

【入所】 R６年度 R７年度 【短期入所】 R６年度

年間退所者総数 13名 28名 月平均利用者数

3 6 5 3 4 7 4 3 7 5 6 3

1
1

1

3

2 4

9

10
9

12

0名

2名

4名

6名

8名

10名

12名

14名

16名

18名

【通所介護】

【新規/復帰者・休止/終止者】 動

向
R7度 休止・終止者（入院含まず)

R7度 新規・復帰者

富田林市

71%堺市

22%

その他

7%

令和7年度

保険者実績

～ 通 所 介 護 ～

～ 予防通所介護 ～

1,674 1,744 1,727 1,691 1,810 1,743 1,692 1,686 1,696 1,678 1,598 1,659

1,609

1,735 1,753
1,801 1,800

1,669
1,740 1,718 1,751 1,757

1,613

1,782

96.21%
97.00%

99.25%

94.05%

100.67%
100.17%

94.10%

96.90%

94.33%
93.33%

98.40% 96.00%

92.47%

96.50%

100.75%
100.17%

100.11%

95.92%
96.77%

98.74%
97.50%

99.44%

100.80% 100.11%

85%

87%

89%

91%

93%

95%

97%

99%

101%

103%

105%

1,300名

1,500名

1,700名

1,900名

2,100名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域密着型介護老人福祉施設さえずり 【入所・短期入所・介護予防短期入所】 月別稼働率・ 月別延利用者数

Ｒ６度延利用者数 Ｒ７度延利用者数 Ｒ6度 稼働率（％） Ｒ7度 稼働率（％）

1 1

3

1 1 1 1

1 1

1 1
2

4

6

4

1

3 3

1

0名

1名

2名

3名

4名

5名

6名

7名

8名

9名

10名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【新規入所･退所者】 動向

R7度 入所

R7度 退所（入院含む・LS含まず）

3.60

3.80

4.00

4.20

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

【入所系】 平均介護度推移

R6度 平均介護度 4.07

R7度 平均介護度 3.90

630 690 651 725 722 733 771 802 815 744 670 758

844
882

822

888 874 886
847

781

851 830 845

912
60.58%

63.89% 65.10%
67.13% 66.39%

73.30%
71.39%

77.12%

81.60%
77.50%

69.79%
73.46%

81.54% 81.67% 82.20% 82.22% 84.23% 85.19%
79.26% 78.10%

80.67%
85.63%

88.23% 88.08%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

500名

600名

700名

800名

900名

1,000名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域密着型介護老人福祉施設さえずり 【通所介護・介護予防通所介護】 月別稼働率・ 月別延利用者数

R6度 延利用者 総数 R7度 延利用者 総数 R6度 稼働率 R7度 稼働率

2.00

2.10

2.20

2.30

2.40

【通所介護】 平均介護度推移

R6度 平均介護度 2.18

R7度 平均介護度 2.22

令和７年度 平均稼働率 98.27％

令和7年度 平均稼働率 83.09％

富田林市

100%

令和7年度

保険者実績

～ 入 所 ～

富田林市

83%
堺市

7%

その他

10%

令和7年度

保険者実績

～短 期 入 所～

～予防短期入所～

119名 113名 114名 113名 113名 118名 117名 115名 114名 114名 116名 115名

165名 168名 162名 170名 163名 162名 164名 158名 161名 165名 159名 166名

6人 6人 6人 6人 6人 6人 6人 6人 6人 6人 6人 6人

0

2

4

6

0名

100名

200名

300名

400名

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

さえずり居宅支援事業所 算定利用者延数 および 在籍ケアマネ数 動向

在籍ケアマネ数

Ｒ６年度 要支援 延人数 １，３２１名（４０％）

Ｒ７年度 要支援 延人数 １，３８１名（４１％）

Ｒ６年度 要介護 延人数 １，９４７名（６０％）

Ｒ７年度 要介護 延人数 １，９６３名（５９％）

要支援１

17％

要支援２

22％

要介護１

18％

要介護２

15％
要介護３

11％

要介護４

7%

要介護５

5%

さえずり居宅支援事業所

介護区分

堺市

7４%

富田林

市

2０%

その他

6%

さえずり居宅支援事業所

保険者割合



入

508名

年間平均稼働率（定員89名） 97.04% 97.86%

R７年度
年間新規入所者総数 58件 42件 年間利用延人数 7,010名 6,099名

【入所】 R６年度 R７年度 【短期入所】 R６年度

年間退所者総数 56件 78件 月平均利用者数 584名

3.70

3.80

3.90

4.00
【入所系】 平均介護度推移

R6度 平均介護度 3.90

R7度 平均介護度 3.90

270 282 278 313 273 289 311 291 299 283 275 282

290 287 300
323

286 283 292 293 305

259
235 246

86.54% 87.04%
92.67%

96.60%

84.26%

96.33% 95.99%

93.27%

99.67% 98.26%
95.49%

90.71%
92.95%

88.58%

100.00% 99.69%

91.67%

90.71% 90.12%

97.67%

97.76%

89.93%

81.60% 78.85%

-5%

5%

15%

25%

35%

45%

55%

65%

75%

85%

95%

105%

115%

125%

120名

170名

220名

270名

320名

370名

420名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

デイサービスセンター平尾荘 【認知症対応型通所介護】 月別稼働率 ・ 月別延利用数

Ｒ6度 延利用者数 Ｒ7度 延利用者数 R6度 稼働率 R7度 稼働率

3 2 1 1 1 1 3

2 3

1 1 1 1

1 1 1

5

0名

2名

4名

6名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

【通所介護】

(【新規/復帰者 ・ 休止/終止者】 動向

Ｒ7度 休止・終止者（入院含ま

ず)
Ｒ7度 新規・復帰者

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

【通所介護】 平均介護度推移

R6度 平均介護度 2.46

R7度 平均介護度 2.53

5 2 3 2 4 4 2 2 7 1 5
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4

13
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10

10

0名

5名

10名

15名

20名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

【新規入所 ･ 退所者】 動向

Ｒ7度 退所（入院含む）

Ｒ7度 新規入所（退院含む）

1,951 2,016 1,991 2,034 2,146 2,064 2,087 2,076 2,128 2,094 1,801 2,086

2,136 2,257 2,172 2,269 2,252 2,212 2,244
2,082 2,085 2,084

1,876 2,006

99.21%

98.59%
100.00%

97.64%

101.41%
99.44% 99.09%

98.95%

94.16%

92.71% 90.25% 93.00%

99.10%

99.31%

101.27%
100.43%

99.28% 99.03% 98.41%
96.85% 95.36%

93.33%

96.75%
95.18%

82%

85%

88%

91%

94%

97%

100%

103%

106%

1,000名

1,500名

2,000名

2,500名

3,000名

3,500名

4,000名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特別養護老人ホーム平尾荘 【入所・短期入所生活】 月別稼働率・ 月別延利用者数

R6度 延人利用者数 R7度 延人利用者数 R6度 稼働率（％） R7度 稼働率（％）

令和７年度 平均稼働率 91.63％

令和７年度 平均稼働率 97.86％

堺市

60%

富田林市

21%

その他

19%

令和7年度

保険者実績

～ 入 所 ～

堺市

64%
富田林市

20%

その他

14%

令和7年度

保険者実績

～短期入所生活～

堺市

100%

令和7年度

保険者実績

～通所介護～

91名 95名 91名 90名 92名 92名 132名 133名 89名 89名 88名 92名

197名
203名
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194名 193名

204名 200名

212名
203名
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201名
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0人
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12人

0名

100名

200名

300名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平尾荘居宅支援事業所 算定利用者延数および 在籍ケアマネ数 動向

在籍ケアマネ数

Ｒ６年度 要介護 延人数 ２，７７１名（６
６％）

Ｒ７年度 要介護 延人数 ２，４０２名（６
７％）

Ｒ６年度 要支援 延人数１，４５７名（３４％）

Ｒ７年度 要支援 延人数１，１７４名（３３％）

要支援１

14%

要支援２

17%

要介護１

24%

要介護２

21%

要介護３

14%

要介護４

7%

要介護５

3%

平尾荘居宅支援事業所

介護区分

堺市

82%

松原市

9%

富田林市

5%

その他

4%

平尾荘居宅支援事業所

保険者割合



大衆演劇　りすの会

中止（新型コロナのため）

入
院

9/7　～　9/10 4

10/26　～　10/29 4

11/16　～　11/19 2

12/14　～　12/17 3

1/11　～　1/15 3

3/1　～　3/4 4

3/8　～　3/11 3

8/24　～　9/11 5

322名 265名
年間平均稼働率（定員100名） 99.35% 99.29%

月平均利用者数

太成学院大学

R７年度
年間新規入所者総数 176名 108名 年間利用延人数 3,863名 3,185名

【入所】 R６年度 R７年度 【短期入所】 R６年度

年間退所者総数 171名 113名

3,025

3,102

3,021

3,096
3,123

3,006

2,801

2,929

3,106 3,111

2,814

3,126

3,032 3,029 3,030 3,069 3,093 2,988 3,130 2,987 3,010 3,066 2,776 3,028

100.83%

100.06%

100.70%

99.87% 100.74% 100.20%

90.29%

97.63%

100.19% 100.35% 100.50% 100.84%101.07%

97.71%

101.00%

99.00%
99.77% 99.60%

100.97%
99.57%

97.10% 98.90% 99.14%
97.68%

80%

83%

86%

89%

92%

95%

98%
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104%

107%

2,700名

2,800名

2,900名

3,000名

3,100名

3,200名

3,300名

3,400名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

介護老人保健施設ホットスプリング美原 【入所・（介護予防）短期入所療養介護】 月別稼働率・ 月別延利用者数

R6度 延利用者数 R7度 延利用者数 R6度 稼働率（％） R7度 稼働率（％）

2.90

3.00

3.10

3.20

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

【入所系】 平均介護度推移

R6度平均介護度 3.12

R7度平均介護度 3.15
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【通所リハ】

【新規/復帰者・休止/終止者】 動向

R7度 新規・復帰者 R7度 休止・終止者

1.40

1.60

1.80

2.00

2.20

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【通所リハ】

平均介護度推移

R6度平均介護度 2.11

R7度平均介護度 2.14

1,039 1,065 1,049 1,060 964 898 1,035 996 948 839 863 1,005
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89.90%
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94.27%
97.08% 98.17%
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

介護老人保健施設ホットスプリング美原 【（介護予防）通所リハビリテーション】 月別稼働率・ 月別延利用者数

R6度 延利用者数（日曜除く） R7度 延利用者数（日曜除く） R6度 稼働率（日曜除く） R7度 稼働率（日曜除く）
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11
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10名

20名

30名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【新規入所者・退所者】 動向

R7度 新規入所

R7度 退所（入院含む）

令和７年度 平均稼働率 99.29％

令和７年度 平均稼働率 95.36％ （ 日(無)）

堺市

54%

富田林市

16%
松原市

8%

河南町

6%

その他

16%

令和7年度

保険者実績

～ 入 所 ～

堺市

61％
富田林市

22％

羽曳野市

7％

河南町

6％

令和7年度

保険者実績

～ 短 期 入 所 ～

～予防短期入所～

堺市

75%

富田林

市

17％

羽曳野市

5％

松原市

4％

その他

4%

令和7年度

保険者実績

～ 通 所 リ ハ ～

～予防通所リハ～
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302人
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310人310人
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和７年度 無料定額介護老人保健施設利用事業

減免適用者

生活保護受給者10.00%

11.00%

12.00%

13.00%

14.00%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

令和７度 減免割合
（年平均12.00％）

600人

700人

800人

900人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【通所リハ】

算定区分数（4～2月）

R6年度平均835名

R7年度平均824名

180,000円

580,000円

980,000円

1,380,000円

1,780,000円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

リハビリ関連加算実績（入所 ＋ SS ＋ 通所）

R6年度計17,428,757円

R7年度計13,358,156円



2.0

2.3

2.6

2.9

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【グループホーム】 平均介護度推移

R6度 平均介護度 2.53

R7度 平均介護度 2.72

堺市

100%

令和7年度

保険者実績

～グループホーム～

平成28年度 平均稼働率 ●％

520 552 540 555 559 540 558 523 547 558 504 554

492
546 540 559 558

513
558 540 558 550

499
559

96.30%

98.92%
100.00%

99.46%

100.18% 100.00%

100.00%

96.85%

98.03%

100.00% 100.00%

99.28%

91.11%

97.85%

100.00% 100.18%

100.00%

95.00%

100.00% 100.00% 100.00%

98.57%
99.01%

100.18%

85%

90%

95%

100%

105%

250名

350名

450名

550名

650名

750名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

グループホーム ファミリーハウス美原 月別稼働率 ・ 月別延利用者数

R６度 延利用者数 R7度 延利用者数 R6度 稼働率（％） R7度 稼働率（％）

令和７年度 平均稼働率 98.49％

1

2

1

0名

1名

2名

3名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【グループホーム】 新規入所者・ 退所者 動向

新規入所

退所（入院含む）



2.40

2.50

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【サービス付き高齢者向け住宅さえずり】 月別平均介護度推移

R6度 平均介護度 2.75

R7度 平均介護度 2.70

富田林市

46%

堺市

46％

その他

16%

令和7年度

保険者実績

～サービス付き高齢者向け住宅 さえずり～

平成28年度 平均稼働率 ●％

1,176 1,199 1,153 1,227 1,219 1,185 1,300 1,197 1,235 1,223 1,092 1,230

1,190
1,234 1,200 1,231

1,192 1,191 1,214 1,185
1,234 1,240

1,120
1,194

98.00% 96.69%
96.08%

98.95%
98.31%

98.75%

100.00% 99.75% 99.60%

98.63%

97.50%

99.19%99.17% 99.52%
100.00% 99.27%

96.13%

99.25%
97.90%

98.75%
99.52%

100.00% 100.00%

96.29%

85%

90%

95%

100%

105%

800名

900名

1,000名

1,100名

1,200名

1,300名

1,400名

1,500名

1,600名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

サービス付き高齢者向け住宅さえずり 月別稼働率 ・ 月別延利用者数

R６度 延利用者数 R７度 延利用者数 R6度 稼働率（％） R7度 稼働率（％）

令和７年度 平均稼働率 98.82％

1 1 1 1 1 1

1
2

3 3

2
3

2 2

1 1
2

0名

2名

4名

6名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【サービス付き高齢者向け住宅 さえずり】

【新規入所者・ 退所者】 動向
新規入所

退所（入院含

む）



堺市

41%
富田林市

53%

その他

6%

令和7年度

保険者実績

訪問介護ｽﾃｰｼｮﾝ

てんじゅ

（総合事業含）

堺市

71％

富田林市

19％

松原市

8％

その他

1％

令和7年度

保険者実績

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

てんじゅ

827ｈ 814ｈ 751ｈ 867ｈ 818ｈ 744ｈ 961ｈ 1,007ｈ 985ｈ 961ｈ 851ｈ 982ｈ

1,043ｈ
983ｈ 954ｈ 999ｈ

868ｈ 875ｈ 848ｈ
796ｈ 813ｈ

753ｈ 746ｈ

905ｈ

839名

897名

836名 836名

893名

793名

1,027名 1,031名
1,004名 1,000名

893名

1,012名

1,078名

993名 981名

1,026名

910名 922名

906名

854名
878名

812名 826名

996名

400名

500名

600名

700名

800名

900名

1,000名

1,100名

500ｈ

600ｈ

700ｈ

800ｈ

900ｈ

1,000ｈ

1,100ｈ

1,200ｈ

1,300ｈ

1,400ｈ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ヘルパーステーションてんじゅ 提供時間(R6年度) 提供時間(R7年度)

延人数(R6年度) 延人数(R7年度)

1,400名 1,515名

1,108名

168名 234名 261名

5,460h 5,516h
5,196h

1,066h

1,448h

1,071h

R5度 介護 R6度 介護 R7度 介護 R5度 医療 R6度 医療 R7度 医療

訪問看護ステーションてんじゅ

実利用者数

延提供時間

１７．１％（医療保険区分） ８２．９％ （介護…R7年度

訪問看護ステーションてんじゅ

２０．８％（医療保険区分） ７９．２％ （介護…R6年度

訪問看護ステーションてんじゅ


